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第一部【企業情報】 

第１【企業の概況】 

１【主要な経営指標等の推移】 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。 

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という）は含まれていない。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載していない。  

  

回次 
第113期

第２四半期連結
累計期間 

第113期
第２四半期連結

会計期間 
第112期

会計期間 

自平成20年
４月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成20年
７月１日 

至平成20年 
９月30日 

自平成19年
４月１日 

至平成20年 
３月31日 

売上高（千円）  28,587,432  15,237,563  41,611,401

経常利益（千円）  9,773,363  5,165,117  9,132,646

四半期（当期）純利益（千円）  5,816,025  3,059,169  5,373,878

純資産額（千円）  －  21,351,408  16,318,562

総資産額（千円）  －  43,042,510  34,121,578

１株当たり純資産額（円）  －  774.25  591.67

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 210.88  110.93  194.83

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －

自己資本比率（％）  －  49.6  47.8

営業活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 2,581,682  －  2,878,292

投資活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △368,478  －  △880,814

財務活動による 

キャッシュ・フロー（千円） 
 △1,689,194  －  △623,420

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
 －  5,541,924  5,017,914

従業員数（人）  －  362  338
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２【事業の内容】 

 当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。 

  

３【関係会社の状況】 

 当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。 

  

４【従業員の状況】 

(1）連結会社の状況 

 （注）  従業員数は就業人員である。 

  

(2）提出会社の状況 

 （注） 従業員数は就業人員である。 

  

  平成20年９月30日現在

従業員数（人）  362

  平成20年９月30日現在

従業員数（人）  296
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第２【事業の状況】 

１【生産、受注及び販売の状況】 

(1）生産実績 

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。 

 （注）１．金額は販売価格によって表示している。 

２．上記の金額に消費税等は含まれていない。 

  

(2）受注状況 

当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。 

 （注）１．合金鉄事業及び機能材料事業については受注生産を行っていない。 

２．上記の金額に消費税等は含まれていない。 

  

(3）販売実績 

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。 

 （注）１．主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりである。 

２．上記の金額に消費税等は含まれていない。 

  

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

合金鉄事業  9,577,816

機能材料事業  1,102,202

土木建築関連事業  263,600

合計  10,943,618

事業の種類別セグメントの名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

土木建築関連事業  171,045  322,100

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円）

合金鉄事業  14,069,488

機能材料事業  997,931

土木建築関連事業  170,143

合計  15,237,563

相手先

当第２四半期連結会計期間
（自 平成20年7月 1日 
至 平成20年9月30日） 

金額（千円） 割合（％）

住友金属工業㈱  5,939,208  39.0

住友商事㈱  5,051,057  33.1
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２【経営上の重要な契約等】 

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。 

  

３【財政状態及び経営成績の分析】 

（１）業績の状況 

 当第２四半期連結会計期間の事業別の経営成績は以下のとおりである。 

  

（合金鉄事業） 

 販売数量は、需要先である鉄鋼業界の好調な生産の継続により堅調に推移した。販売価格については、ハイカー

ボンフェロマンガンの国際市況が前連結会計年度末にトン当たり3000ドルを超えるレベルに高騰し、マンガン系合

金鉄の国際市況の高騰を反映して当社の合金鉄販売価格は高レベルで推移した。 

 しかし、第２四半期の後半から米国市況で下落傾向が見え始め、また、為替レートでも円高傾向になったことか

ら、円貨での販売価格に下落の兆しが現れた。 

  コスト面では、原料のマンガン鉱石の価格が昨年に比べ４倍以上に上昇し、また、鉱石の海上運賃、コークス、

電力等の価格の大幅上昇があった。 

 しかし、販売価格の上昇が大きいこと、また、マンガン鉱石は昨年中に購入した安価な在庫品があり原料価格上

昇の影響が抑えられたこと等により、当事業の売上高は 千円、営業利益は 千円となった。 

  

（機能材料事業） 

 当事業の主力製品である水素吸蔵合金は、ハイブリッド自動車の増加に伴い販売数量は増加した。しかし、原料

価格変動による業績の変動を抑制するため、第１四半期連結会計期間から原料（ニッケル、コバルト）の販売先か

らの支給化を本格化しており、売上高は大きく減少した。 

 マンガン系無機化学品を含めた機能材料全体では販売数量は増加し、売上高は減少しているものの、営業利益は

増加した。以上の結果、当事業の売上高は 千円、営業利益は 千円となった。 

  

（土木建築関連事業） 

 事業環境は依然厳しい状況にあるが、当事業の売上高は 千円、営業利益は 千円となり、黒字にな

った。 

  

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間の連結売上高は 千円、連結営業利益は 千円、連結

経常利益は 千円、連結四半期純利益は 千円となった。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加及び棚卸資産の増加があっ

たものの、税金等調整前四半期純利益と減価償却費及び仕入債務の増加があり、合計で 千円の収入とな

った。 

 設備投資等の投資活動で 千円、短期借入金の返済等の財務活動で 千円を使用した結果、当第２四

半期連結累計期間末の現金及び現金同等物の残高は 千円となった。 

  

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 マンガン合金鉄については、国際市況が第２四半期後半以降下落傾向にあり、また、為替レートも円高になった

ことから、販売価格は第４四半期に大きく下落するものと思われる。 

 コスト面では、円高と海上運賃のダウンによるコスト低下が予想されるものの、原料のマンガン鉱石の価格は下

期に上昇すると予想される。 

 マンガン合金鉄の国際市況、マンガン鉱石等原材料価格、為替レートなど、今後大きく変動することも考えら

れ、下期の業績は極めて不透明な状況にあるため、今後、その動向に注視してゆく。 

   

（４）研究開発活動 

 当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、 千円である。 

 なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。 

  

14,069,488 4,921,708

997,931 235,299

170,143 14,911

15,237,563 5,172,725

5,165,117 3,059,169

1,942,887

226,902 997,924

5,541,924

54,621
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第３【設備の状況】 
(1）主要な設備の状況 

    当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はない。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はない。  
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第４【提出会社の状況】 

１【株式等の状況】 

（１）【株式の総数等】 

①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

  

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  96,000,000

計  96,000,000

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成20年9月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月13日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  27,600,000  27,600,000
東京証券取引所 

（市場第二部） 
－ 

計  27,600,000  27,600,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】 

 該当事項なし。 

  

（３）【ライツプランの内容】 

 該当事項なし。 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（千株） 

発行済株式総
数残高 

（千株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

平成20年7月1日～ 

平成20年9月30日  
 －  27,600  －  3,630,000  －  2,451,753
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（５）【大株主の状況】 

  

  

  平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

 住友金属工業株式会社  大阪市中央区北浜４丁目５番33号  8,084  29.29

 住友商事株式会社      東京都中央区晴海１丁目８番11号  2,978  10.79

 三井住友海上火災保険株式会社  東京都中央区新川２丁目27番2号  1,200  4.35

 新光証券株式会社  東京都中央区八重洲２丁目４番１号  853  3.09

 日本証券金融株式会社  東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10号  840  3.04

 住金物産株式会社  大阪市北区中之島２丁目２番７号  600  2.17

 住友生命保険相互会社      東京都中央区築地７丁目18番24号  432  1.57

 ティージー・エンタープライズ

株式会社 
 東京都港区芝４丁目９番４号  255  0.92

 メロン・バンク・エヌエー・ア

ズ・エージェント・フォー・イッ

ツ・クライアント・メロン・オム

ニバス・ユーエス・ペンション 

 ONE BOSTON PLACE BOSTON, MA 02108  249  0.90

メロン・バンク・トリーテイー・

クライアンツ・オムニバス 
 ONE BOSTON PLACE BOSTON, MA 02108  237  0.86

計 －  15,728  56.98
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（６）【議決権の状況】 

①【発行済株式】 

 （注）「完全議決権株式(その他)」の株式数欄には、証券保管振替機構名義の株式が、8,000株含まれている。 

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数8個が含まれている。 

  

②【自己株式等】 

  

  平成20年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     23,000 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式  27,490,000  27,490 － 

単元未満株式 普通株式    87,000 － － 

発行済株式総数  27,600,000 － － 

総株主の議決権 －  27,490 － 

  平成20年9月30日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有株式
数（株） 

他人名義所有株式
数（株） 

所有株式数の合計
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

中央電気工業㈱ 
新潟県妙高市大字

田口272番地 
 23,000  －  23,000  0.08

計 －  23,000  －  23,000  0.08

２【株価の推移】 

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

 （注） 東京証券取引所における市場第二部相場である。 

  

月別 
平成20年 

4月 
5月 6月 7月 8月 9月

最高（円）  1,598  2,140  1,905  1,920  1,820  1,244

最低（円）  967  1,526  1,477  1,448  1,202  815

３【役員の状況】 

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はない。 
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第５【経理の状況】 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成している。 

  なお、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)については、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日内閣府令第50号)附則第７条第

１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成している。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から

平成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けている。 
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 626,100 703,366

預け金 4,915,824 4,314,548

受取手形及び売掛金 15,685,044 12,548,011

商品及び製品 6,859,635 3,473,801

仕掛品 318,037 168,863

原材料及び貯蔵品 5,556,751 4,124,299

その他 647,160 480,092

貸倒引当金 △1,500 △1,400

流動資産合計 34,607,053 25,811,583

固定資産   

有形固定資産 ※  6,639,468 ※  6,480,359

無形固定資産 115,408 111,158

投資その他の資産   

その他 1,695,604 1,732,592

貸倒引当金 △15,023 △14,115

投資その他の資産合計 1,680,580 1,718,476

固定資産合計 8,435,457 8,309,995

資産合計 43,042,510 34,121,578

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,392,534 7,860,348

短期借入金 2,000,000 3,000,000

1年内返済予定の長期借入金 600,000 600,000

未払法人税等 3,850,989 3,524,841

鹿島電気炉改修引当金 39,500 105,000

その他 997,475 888,908

流動負債合計 19,880,499 15,979,098

固定負債   

長期借入金 1,600,000 1,600,000

その他 210,602 223,918

固定負債合計 1,810,602 1,823,918

負債合計 21,691,101 17,803,016
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,630,000 3,630,000

資本剰余金 2,451,753 2,451,753

利益剰余金 15,081,791 9,955,278

自己株式 △19,303 △14,330

株主資本合計 21,144,241 16,022,702

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 207,167 295,860

評価・換算差額等合計 207,167 295,860

純資産合計 21,351,408 16,318,562

負債純資産合計 43,042,510 34,121,578
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 28,587,432

売上原価 17,758,358

売上総利益 10,829,074

販売費及び一般管理費 ※  1,052,533

営業利益 9,776,540

営業外収益  

受取利息 15,850

受取配当金 14,553

その他 22,010

営業外収益合計 52,413

営業外費用  

支払利息 42,166

その他 13,424

営業外費用合計 55,590

経常利益 9,773,363

特別利益  

受取損害賠償金 2,570

特別利益合計 2,570

特別損失  

固定資産売却損 1,451

固定資産除却損 14,854

鹿島電気炉改修時操業停止損 59,923

その他 4,357

特別損失合計 80,587

税金等調整前四半期純利益 9,695,346

法人税、住民税及び事業税 3,796,151

法人税等調整額 83,169

法人税等合計 3,879,320

四半期純利益 5,816,025
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 15,237,563

売上原価 9,523,262

売上総利益 5,714,301

販売費及び一般管理費 ※  541,576

営業利益 5,172,725

営業外収益  

受取利息 9,432

受取配当金 566

その他 10,926

営業外収益合計 20,925

営業外費用  

支払利息 21,116

その他 7,416

営業外費用合計 28,533

経常利益 5,165,117

特別利益  

貸倒引当金戻入額 500

特別利益合計 500

特別損失  

固定資産除却損 9,962

鹿島電気炉改修時操業停止損 59,923

その他 600

特別損失合計 70,486

税金等調整前四半期純利益 5,095,131

法人税、住民税及び事業税 2,093,895

法人税等調整額 △57,933

法人税等合計 2,035,962

四半期純利益 3,059,169
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 9,695,346

減価償却費 501,827

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,008

前払年金費用の増減額（△は増加） △132,315

鹿島電気炉改修引当金の増減額（△は減少) △65,500

受取利息及び受取配当金 △30,403

支払利息 42,166

固定資産売却損益（△は益） 1,451

固定資産除却損 22,919

売上債権の増減額（△は増加） △3,137,032

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,967,459

未収入金の増減額（△は増加） 61,726

前払費用の増減額（△は増加） △23,605

前渡金の増減額（△は増加） △238,875

仕入債務の増減額（△は減少） 4,532,186

前受金の増減額（△は減少） △5,691

未払費用の増減額（△は減少） △19,961

未払消費税等の増減額（△は減少） △195,673

その他 9,687

小計 6,051,801

利息及び配当金の受取額 30,403

利息の支払額 △41,876

損害賠償金の受取額 2,570

法人税等の支払額 △3,461,216

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,581,682

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形及び無形固定資産の取得による支出 △385,951

有形固定資産の売却による収入 2,783

長期貸付金の回収による収入 1,738

その他 12,951

投資活動によるキャッシュ・フロー △368,478

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,000,000

配当金の支払額 △684,220

その他 △4,973

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,689,194

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 524,010

現金及び現金同等物の期首残高 5,017,914

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  5,541,924
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

１．会計処理基準に関する

事項の変更 

（１）重要な資産の評価基準及び評価方法の

変更 

棚卸資産 

 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適

用されたことに伴い、従来、総平均法による

原価法によって算定していたが、第１四半期

連結会計期間より主として総平均法による原

価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）により算定し

ている。 

 なお、これによる当第２四半期連結累計期

間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四

半期純利益に与える影響はない。 

  （２）重要な減価償却資産の減価償却の方法

の変更 

 当社は、鹿島工場の機械及び装置のうち、

合金鉄製造設備の減価償却の方法は、従来、

定額法を採用していたが、第１四半期連結会

計期間より定率法に変更した。 

 この変更は、世界的な鉄鋼需要の高まりを

背景にした合金鉄需要が拡大する経営環境の

下、当連結会計年度中に実施される鹿島工場

２号電気炉の大規模改修工事により一連の設

備投資が完了し、昼間電力負荷を上げ、昼夜

間フラット操業の拡大等により操業度が高水

準に推移すると見込まれる中、従来にも増し

て設備の損耗が早まることが見込まれること

から、投下資本の早期回収を通じて、より合

理的な期間損益計算を行うためのものであ

る。 

 また、妙高工場の機械及び装置のうち、水

素吸蔵合金製造設備の減価償却の方法は、従

来、定額法を採用していたが、第１四半期連

結会計期間より定率法に変更した。 

 この変更は、今後予想される需要の増加に

対応した設備の更新・増強に伴い、技術革新

による自動車電池用水素吸蔵合金に代わる新

技術・製品が開発されることも考慮し、投下

資本の早期回収を行い、経済実態を反映し

た、より合理的な期間損益計算を行うための

ものである。 

 これらの変更に伴い、従来の方法によった

場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の減

価償却費は、90,867千円増加し、営業利益

は、73,482千円、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益は、それぞれ72,937千円減少し

た。 

 なお、セグメント情報に与える影響は当該

箇所に記載している。 
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【簡便な会計処理】 

  

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

１．棚卸資産の評価方法    当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算

出に関しては、実地棚卸を省略し前連結会計

年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な

方法により算定している。  

２．固定資産の減価償却費

の算定方法 

 定率法を採用している固定資産について

は、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定している。 

【追加情報】 

  

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

 当社の鹿島工場の機械及び装置については、従来、耐用

年数を９～15年としていたが、第１四半期連結会計期間よ

り７～９年に変更した。 

 この変更は、法人税法の改正による固定資産の耐用年数

適用区分の大括り化を契機に見直したことにより、変更と

なるものである。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の減価償却費

は、39,251千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調

整前四半期純利益は、31,885千円減少している。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載

している。  
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【注記事項】 

（四半期連結貸借対照表関係） 

  

当第２四半期連結会計期間末 
（平成20年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

※  (1）有形固定資産の減価償却累計額 ※  (1）有形固定資産の減価償却累計額 

           千円 16,947,315 千円 16,780,451

(2）担保提供資産 

 担保に供されている資産で事業の運営において

重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められるものは、次のと

おりである。 

(2）担保提供資産 

（担保に提供している資産）   

有形固定資産 千円2,590,016

（担保に提供している資産）   

有形固定資産 千円3,450,994

（四半期連結損益計算書関係） 

  

  

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりである。 

荷造費・運搬費       千円228,059

給与手当  351,167

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりである。 

荷造費・運搬費 

貸倒引当金繰入額 

  千円

       

117,745

400

給与手当  180,791

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係） 

  

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

※ 現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残

高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている科

目の金額との関係 

現金及び預金   千円626,100

預け金  4,915,824

現金及び現金同等物  5,541,924

（注）預け金は住金フィナンシャルサービス㈱に対する当

社資金の預入である。 

2008/11/10 11:13:3408506525_第２四半期報告書_20081110111200



（株主資本等関係） 

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至

平成20年９月30日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

 普通株式 株 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

 普通株式      株 

  

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

   末後となるもの  

27,600,000

23,116

（決議） 株式の種類 
配当の総額
（千円） 

1株当たりの配当額
（円） 

基準日 効力発生日  配当の原資

平成20年6月27日 

定時株主総会 
普通株式  689,512  25 平成20年3月31日 平成20年6月30日 利益剰余金 

（決議）   株式の種類 
配当の総額
（千円） 

1株当たりの配当額
（円） 

基準日 効力発生日  配当の原資

平成20年10月30日 

取締役会 
普通株式  551,537  20 平成20年9月30日 平成20年12月１日 利益剰余金
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（セグメント情報） 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年7月1日 至 平成20年9月30日） 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成20年4月1日 至 平成20年9月30日） 

 （注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品等 

(1）事業区分の方法 

 事業区分は、製品の種類・性質及び製造方法の類似性に基づき、合金鉄事業、機能材料事業及び土木建築

関連事業に区分している。 

(2）各区分に属する主要な製品 

合金鉄事業…………フェロマンガン、シリコマンガン等の合金鉄 

機能材料事業………硫酸マンガン、炭酸マンガン並びに水素吸蔵合金等の機能材料 

土木建築関連事業…土木・建築業及び建築資材 

２．会計方針の変更 

（重要な減価償却資産の減価償却の方法の変更） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．（２）に記載のとおり、第１四

半期連結会計期間より重要な減価償却資産の減価償却の方法を変更した。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第２四半期連結累計期間の営業利益は「合金鉄事

業」で76,175千円減少、「機能材料事業」で2,693千円増加している。 

３．追加情報 

  （有形固定資産の耐用年数の変更） 

 「追加情報」の注記に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より有形固定資産の耐用年数を変更した。

 これにより、当第２四半期連結累計期間の「合金鉄事業」の営業利益は31,884千円減少、「機能材料事

業」で0千円増加している。 

  

  
合金鉄事業
(千円) 

機能材料
事業(千円) 

土木建築関連
事業(千円) 

計
(千円) 

消去又は全
社(千円) 

連結
(千円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  14,069,488  997,931  170,143  15,237,563  －  15,237,563

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  51,616  51,616 (51,616)  －

計  14,069,488  997,931  221,760  15,289,180 (51,616)  15,237,563

営業利益  4,921,708  235,299  14,911  5,171,919  806  5,172,725

  
合金鉄事業
(千円) 

機能材料
事業(千円) 

土木建築関連
事業(千円) 

計
(千円) 

消去又は全
社(千円) 

連結
(千円) 

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  26,245,022  2,038,922  303,487  28,587,432  －  28,587,432

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  106,190 106,190 (106,190)  －

計  26,245,022  2,038,922  409,677 28,693,622 (106,190)  28,587,432

営業利益  9,278,316  481,052  15,547  9,774,917  1,623  9,776,540

【所在地別セグメント情報】 

 当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年９月30日)において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在

外支店がないため、該当事項はない。 

  

【海外売上高】 

 当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日 至平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日 至平成20年９月30日)において、海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、記載を省

略している。 
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（ストック・オプション等関係） 

当第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日） 

 該当事項なし。 

  

（１株当たり情報） 

１．１株当たり純資産額 

  

２．１株当たり四半期純利益金額 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。 

  

当第２四半期連結会計期間末 
（平成20年９月30日） 

前連結会計年度末 
（平成20年３月31日） 

１株当たり純資産額 774円25銭 １株当たり純資産額 591円67銭

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額   210円88銭 １株当たり四半期純利益金額   110円93銭

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載していない。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載していない。 

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年９月30日） 

当第２四半期連結会計期間
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（千円）  5,816,025  3,059,169

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  5,816,025  3,059,169

普通株式の期中平均株式数（株）  27,579,524  27,578,676

（重要な後発事象） 

  

当第２四半期連結会計期間 
（自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日） 

 該当事項なし。 

２【その他】 

 平成20年10月30日開催の取締役会において、当中間配当に関し、次のとおり決議した。 

  (イ)中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・551百万円 

 (ロ)１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・20円00銭 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】 
 該当事項なし。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成20年11月４日

中央電気工業株式会社 

取締役会 御中 

監査法人トーマツ 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 後藤 孝男  印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 飯野 健一  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている中央電気工業

株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２０年７

月１日から平成２０年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、中央電気工業株式会社及び連結子会社の平成２０年９月３０日現在の

財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。 

  

追記情報 

 四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更 １．会計処理基準に関する事項の変更 (２)重要な

減価償却資産の減価償却の方法の変更に記載されているとおり、会社は合金鉄製造設備及び水素吸蔵合金製造設備の減価

償却方法について、従来定額法を採用していたが、第１四半期連結会計期間から定率法を採用することに変更した。 

  

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。  

   ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。 
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